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(1)　第1897号　2023年１月25日

自治労ストライキ
批准投票期間

２
０
２
３
旗
開
き
・
春
闘
討
論
集
会

要
求
・
交
渉
は
春
闘
か
ら

２月１日～14日
　
県
本
部
は
、
１
月
　
日
に

13

２
０
２
３
年
旗
開
き
、
春
闘

討
論
集
会
を
水
戸
市
内
で
開

催
し
、
２
０
２
３
年
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
旗
開
き
に
は
、
来
賓
に
連

合
茨
城
の
内
山
会
長
、
立
憲

民
主
党
の
青
山
衆
議
院
議

員
、
国
民
民
主
党
の
浅
野
衆

議
院
議
員
代
理
が
駆
け
つ

け
、
自
治
労
本
部
か
ら
森
本

総
合
労
働
局
長
が
ウ
ェ
ブ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ

つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
千
歳

委
員
長
は
、
来
る
春
闘
期
に

組
合
員
の
声
を
集
め
た
要
求

書
を
作
る
た
め
日
常
的
コ

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

【2023春闘取り組みスケジュール】
中央（本部）県本部単　　　組

12月8日～9日春闘討論集会執行委員会（春闘期の取り組み決定）１２月
1月18日県本部代表者会議1月13日執行委員会～12日要求アンケート配布・回収

1月 1月30日～31日中央委員会1月13日春闘討論集会～31日執行委員会（要求アンケート集約・要求書作成）
1月27～28日1月24日単組代表者会議1月下旬職場討議

2月初旬執行委員会・中央委員会（春闘要求書の決定）

2月

2月17日スト批准報告2月15日スト批准集約日2月1日～14日ストライキ批准投票
2月8日～16日春闘要求書提出（遅くとも2月末までに提出）

2月17日執行委員会
2月28日県代表者会議2月17日中央委員会
2月28日拡大闘争委員会2月17日春闘総決起集会

戦術闘争指令3月13日要求書回答指定日

3月

3月○日春闘中央行動3月10日第123回臨時大会3月13日～17日統一交渉ゾーン（交渉・協議）
自治労統一行動日　3月17日／茨城街頭行動３月15日～17日

3月○日対政府交渉3月中旬執行委員会（回答内容確認・交渉）
3月○日全国統一行動執行委員会（交渉内容確認）

3月下旬〔協約（確認書）締結〕

ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
へ
参
加
を

　
２
０
２
３
春
闘
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
あ
な
た
の
声
で
は
じ

ま
る
春
闘
」
で
す
。
例
年
、

自
治
労
は
春
闘
期
に
政
府
や

人
事
院
な
ど
に
賃
金
・
労
働

条
件
改
善
の
要
求
書
を
提
出

し
、
単
組
は
自
治
体
や
雇
用

主
に
対
し
て
要
求
書
を
提

出
、
１
年
間
の
闘
争
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
そ
し
て
春
闘
期
に
あ
わ
せ

「
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
」

を
行
い
ま
す
。
批
准
投
票
と

は
、
年
間
を
通
じ
て
一
波
に

つ
き
２
時
間
を
上
限
と
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘
争
指

令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に

移
譲
す
る
こ
と
を
組
合
員
に

承
認
を
求
め
る
も
の
で
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
う
た
め
の
投

票
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い

投
票
率
・
批
准
率
は
、
組
合

員
の
要
求
実
現
を
望
む
強
い

意
志
を
示
し
、
交
渉
へ
の
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
多
く

の
組
合
員
の
投
票
へ
の
参
加

で
高
率
の
批
准
と
な
る
よ
う

成
功
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
　
日
頃
、
み
な
さ
ん
の
職
場

で
抱
え
る
課
題
を
声
に
だ

し
、
集
め
、
要
求
し
て
い
く

こ
と
で
し
か
職
場
環
境
は
改

善
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
声
か
ら
よ
り
良
い
賃

金
・
労
働
条
件
に
む
け
、
行

動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
、
要
求
書
の
提
出
に
終
わ

ら
ず
団
体
交
渉
に
よ
り
、
一

つ
で
も
多
く
の
要
求
の
前
進

を
図
り
組
合
員
が
組
合
活
動

を
実
感
で
き
る
運
動
を
進
め

よ
う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
春
闘

討
論
集
会
で
は
、
自
治
労
本

部
の
森
本
総
合
労
働
局
長
が

自
治
労
春
闘
方
針
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
提
起
し
ま
し

た
。
　
連
合
が
５
％
程
度
の
賃
上

げ
要
求
と
す
る
な
ど
、
今
春

闘
を
労
働
組
合
全
体
で
賃
上

げ
を
積
極
的
に
求
め
る
転
換

点
と
し
、
賃
金
確
定
闘
争
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
。
要
求
―
交
渉
の
確
実

な
実
施
に
よ
り
組
合
員
へ
活

動
の
見
え
る
化
を
行
う
こ

と
、
同
時
に
組
合
員
同
士
の

つ
な
が
り
大
切
に
す
る
運
動

展
開
が
重
要
だ
と
し
ま
し

た
。
　
ま
た
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
声
が
要
求
を
形
づ
く
る

こ
と
か
ら
実
態
の
聞
き
取
り

を
行
い
な
が
ら
、
人
事
院
勧

告
に
と
ど
ま
ら
な
い
賃
金
改

善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
適

正
な
人
員
配
置
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど

単
組
実
情
に
応
じ
た
要
求
書

提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　
県
本
部
か
ら
は
生
井
澤
書

記
長
が
春
闘
方
針
を
提
起

し
、
確
定
期
未
達
成
と
な
っ

た
改
善
項
目
を
春
闘
期
に
継

続
し
て
取
り
組
み
つ
つ
、
単

組
で
行
っ
た「
生
活
・
労
働

実
態
調
査
」結
果
な
ど
を
活

用
し
、
組
合
員
実
態
か
ら
要

求
書
作
成
、
提
出
と
す
る

「
要
求
―
交
渉
―
妥
結
」の
サ

イ
ク
ル
確
立
、「
賃
金
・
労

働
条
件
の
決
定
は
労
使
の
自

主
決
着
が
基
本
」で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
こ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
春
闘
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル（
別
表
）と
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
地
域
へ
訴

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

街
頭
行
動（
日
立
駅
、
牛
久

駅
、
水
戸
駅
）の
実
施
、
ス

ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
の
取
り

組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
要
求
の
具
体
的
内
容
と
し

て
、
初
任
給
や
昇
格
年
数
短

縮
な
ど
の
賃
金
改
善
を
単
組

１
つ
以
上
要
求
し
、
そ
の
他

の
労
働
条
件
改
善
な
ど
を
含

め
「
１
単
組
３
つ
の
要
求
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〇

各単組執行部が集まった県本部春闘討論集会

旗開きであいさつする千歳委員長
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公
共
民
間
協
議
会
が
総
会
・
学
習
会

労
働
者
権
利
学
び
活
動
強
化

　
県
本
部
公
共
サ
ー
ビ
ス
民

間
労
組
協
議
会
は
　
月
　

12

20

日
、
自
治
労
会
館
で
第
　
回
19

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
４

単
組
　
人
が
出
席
し
２
０
２

13

２
年
度
の
総
括
と
新
年
度
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
大
内
議
長
か
ら

「
公
共
民
間
サ
ー
ビ
ス
職
場

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
苦
慮
し

な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
の

活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
公

共
民
間
職
場
特
有
の
課
題
も

含
め
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職

員
の
処
遇
改
善
や
組
織
化
、

定
年
引
き
上
げ
制
度
へ
の
対

応
な
ど
課
題
は
多
く
あ
る
。

自
治
体
単
組
と
連
携
を
取
る

と
と
も
に
、
自
治
労
に
結
集

す
る
仲
間
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
活
動
報
告

の
あ
と
、
２
０
２
３
年
度
運

動
方
針
案
、
２
０
２
３
年
度

役
員
選
出
案
が
執
行
部
か
ら

提
起
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
後
に
開
い
た
学
習
会

は
「
私
た
ち
の
権
利
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
県
本

部
の
花
島
副
委
員
長
が
講
師

と
な
り
、
労
働
基
本
権
や
賃

金
、
休
暇
、
休
憩
時
間
な
ど

基
本
的
な
権
利
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
職
員
配

置
の
状
況
か
ら
一
斉
に
休
憩

を
取
得
す
る
の
は
難
し
い
」

「
緊
急
連
絡
用
の
携
帯
電
話

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
手
当
の
支
給
を
求
め
て

い
る
」
な
ど
質
疑
と
併
せ
、

職
場
で
の
課
題
や
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
大
内
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
新
年

度
も
引
き
続
き
公
共
民
間

サ
ー
ビ
ス
職
場
の
処
遇
改
善

に
む
け
た
た
た
か
い
を
誓
い

ま
し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

百
里
基
地
で
の
中
止
申
入
れ

日
印
戦
闘
機
共
同
訓
練

　
航
空
自
衛
隊
は
、
百
里
基

地
に
お
い
て
１
月
　
日
か
ら

16

　
日
の
期
間
で
「
日
印
戦
闘

26機
共
同
訓
練
」
の
実
施
を
発

表
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
空
軍

と
の
戦
闘
機
共
同
訓
練
は
初

と
な
る
も
の
で
、
大
規
模
な

訓
練
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
訓
練
の
発
表
を
受
け
、
県

内
平
和
団
体
は
　
日
に
基
地

13

2023年
連合茨城無料法律相談日

常
陸
太
田
市
職
員
組
合

常
陸
太
田
市
水
道
職
員
労
働

組
合

執
行
委
員
長
　
井
坂
　
聡
行

副
執
行
委
員
長
　
新
妻
　
拳
介

副
執
行
委
員
長
　
井
上
　
健
二

書
　
記
　
長
　
大
部
　
武
史

書
　記
　次
　長
　
柿
﨑
　
　
萌

執
　行
　委
　員
　
大
内
　
友
子

執
　行
　委
　員
　
鬼
澤
　
貴
子

執
　行
　委
　員
　
田
所
　
美
幸

執
　行
　委
　員
　
根
本
　
典
子

執
　行
　委
　員
　
石
井
　
徳
子

執
　行
　委
　員
　
青
木
　
裕
輔

執
　行
　委
　員
　
赤
津
み
ゆ
き

執
　行
　委
　員
　
助
川
　
万
里

単単
組組新

役

　
新
役
員員

土
浦
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
岩
瀬
　
祐
一

副
執
行
委
員
長
　
古
橋
　
裕
司

書
　
記
　
長
　
横
田
　
紘
一

書
　記
　次
　長
　
海
老
原
尚
尭

執
　行
　委
　員
　
山
﨑
　
浩
和

執
　行
　委
　員
　
櫻
井
　
智
之

執
　行
　委
　員
　
伴
野
　
浩
之

水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
　
　
長
　
上
田
　
　
健

　
　
　
　
　
　（
東
海
村
職
）

副
　
議
　
長
　
小
室
　
孝
一

（
常
陸
大
宮
市
職
）

事
　務
　局
　長
　
高
村
　
喜
尚

　
　
　
　
　
　（
大
子
町
職
）

事
務
局
次
長
　
綿
引
　
俊
之

　
　
　
　
　
　（
那
珂
市
職
）

正
門
前
で
抗
議
集
会
を
開

き
、
約
　
人
が
参
加
。
防
衛

70

大
臣
と
百
里
基
地
に
対
し
て

「
日
印
戦
闘
機
共
同
訓
練
の

中
止
」
の
申
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
百
里
基
地
で
は
、
昨
年
３

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍

と
の
共
同
訓
練
を
は
じ
め
、

９
月
に
ド
イ
ツ
空
軍
共
同
訓

練
、
　
月
に
自
衛
隊
機
の
昼

10

夜
連
続
訓
練
、
　
月
に
は
　

11

11

回
目
と
な
っ
た
米
軍
再
編
に

係
る
訓
練
移
転
（
日
米
共
同

訓
練
）
を
強
行
し
て
お
り
、

多
く
の
戦
闘
機
が
飛
来
し
て

い
ま
す
。

　
申
入
れ
の
内
容
は
、
他
国

と
の
戦
闘
機
共
同
訓
練
を
行

う
こ
と
は
自
衛
隊
の
専
守
防

衛
の
理
念
か
ら
も
逸
脱
し
て

お
り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
も
つ
な
が
る
こ
と
。
ま

た
、
共
同
訓
練
が
繰
り
返
さ

れ
る
た
び
に
周
辺
住
民
は
爆

音
に
さ
ら
さ
れ
、
万
一
事
故

と
な
れ
ば
危
険
も
伴
う
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
、
住
民
へ
こ

れ
以
上
の
負
担
が
及
ば
な
い

よ
う
訓
練
の
中
止
を
求
め
ま

し
た
。

　
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
軍
事

的
緊
張
の
高
ま
り
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
他

国
と
の
軍
事
一
体
化
や
敵
基

地
攻
撃
能
力
（
反
撃
能
力
）

保
有
な
ど
武
力
に
よ
る
解
決

で
は
な
く
、
平
和
外
交
に
よ

る
緊
張
緩
和
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

日印戦闘機共同訓練中止を訴える抗議集会の参加者

総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
大
内
議
長

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

公共サービス民間労組協議会役員体制
議　　長 大内　智弘 東海村関連労
副　議　長 枝川雄一郎 茨城国保労組
事務局長 花島　浩之 県本部
幹　　事 草地　孝幸 日立市社福労
幹　　事 黒澤　大志 日立市社福労
幹　　事 柴田　政信 茨城コロニー労組
幹　　事 酒井　祥子 茨城コロニー労組
幹　　事 坂本　　歩 東海村関連労
幹　　事 福田　浩司 茨城国保労組
幹　　事 霜田　英且 日立メディカル労組
幹　　事 磯山　俊樹 日立メディカル労組
幹　　事 平間麻里子 県社協労組
幹　　事 高橋　宏明 常陸風土記の丘職組

2022年茨城には450,142円寄せられました。ご協力ありがとうございました。
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